




























苦心の訳注がすでに完成しているので（内田吟風一九八〇） 、それ以外の北朝系、南朝系の西域伝相当の史料を訳注することにした。前回までに訳注した『新唐書』西域伝、 『隋書』西域伝、 『周書』異域伝には、吐谷渾、高昌伝が「西域伝」のなか 加えられていた。しか 現行の『魏書』西域伝（巻一〇二）にはなぜか吐谷渾、高昌伝は含まれず、別の巻一〇一に収められ、その結果、内田吟風の西域伝訳注からはずれてしまった。今回、私たちはこの二 を訳注して内田吟風訳の西域伝を補うことにし とは え、現行『魏書』吐谷渾伝、高昌伝もその西域伝と同じく、宋初にすでに散逸してしまっており、治平四年～熙寧三年（一〇六七～一〇七〇）に、宋代の歴史家たちによって『北史』などから抽出して復元されたものである その復元が当を得 も あったかどうか吟味する必要があり、内田吟風が西域伝訳注のさいに苦心した点もそこ った。　『魏書』吐谷渾伝を翻訳して気づいたことは、その冒頭部分（東晋時代）が南朝『宋書』吐谷渾伝の敷き写しであることである。これは『魏書』吐谷渾伝 原本ではありえない現象であ 。 南史 巻七 河南（吐谷渾）伝を見ると、
「事詳北史（北史に詳述） 」とあり、南朝系の吐谷渾史料を大幅に削って『北史』にまわしたと記す。北史と南史の編纂は並行して進められ、ともに顕慶四年（六五九）に完成しているので、重複を避けるための措置であったと考えられる。中国が統一された唐代では、さほど南北史料 系統 こだわる必要がなかったのであろう。そ よ してできあがった『北史』から機械的に吐谷渾伝を抽出 『魏書』吐谷渾伝を復元したの 、現行本 る。なぜ『晋書』から はなく、 『宋書』であったかという点は、 宋 が沈約によって南斉 永明六年（四八八）と比較的早くに完成 い の
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に対して、 『晋書』の完成年が貞観一八年（六四四）と遅く、参照できなかったのであろう。一方、魏収による『魏書』の編纂は北斉の天保二年～五年（五五一～五五 ）であり、まだ南北両朝の対立の激しい中で、 『 書』吐谷渾伝の原本に南朝の史料がまぎれ込むことは考えられず、上のような事情を考えると、吐谷渾伝のみならず、西域伝、高昌伝についても、現行本の利用には注意すべきことがらである。　
中国の南北分裂時代にあって、揚子江南岸の建康（江蘇省南京）に首都を置く南朝（宋・斉・梁・陳）にとって、西
域と交流することは北朝とくらべ地理的に不利である は否めない 事実、南朝の正史西戎伝、異域伝の内容は北魏の西 伝にくらべ貧弱である。ただ例外的に吐谷渾（南朝は「河南」と呼称 については北朝に劣らず、内容が詳しい。　
吐谷渾の出自は鮮卑系の慕容部（東モンゴル族）であったが、吐谷渾の一派が慕容氏本体から分離し、永嘉の乱（三




吐谷渾を仲介することによってのみ西域との交流が可能であった。南朝正史に吐谷渾が重視されるのもそのためである。さらに具体的な例証として『梁職貢図』を挙げること できる。梁・武帝（位五〇二～五二七年）の第七子の蕭繹（後の元帝）は揚子江中流の都市江陵の刺史として赴任している時、梁朝へ朝貢に訪れる外国使者の容貌を自ら写生し、そのさいに見聞したその国の地理・風俗を文章に 書き加え、武帝の統治第四〇年の盛況を記念して武帝に献上した（五四一年ころ） 。西域からの使節だけでなく、首都へ集まる東夷、南蛮の朝貢使についても、蕭繹は別に人を派遣して資料を収集 せたといい、約三〇余国の朝貢使節を描い 巻子本図録 できあが （長さ四メートル、高さ二七センチ） 。ただ、原本は早く 散逸し、北宋摸本（一〇七七年）が中国国家博物館（元南京博物院蔵）に現存する。ほかに二種の摸本が台湾故宮博物院に所蔵されるが、摸写 精度は劣り、史料価値は少ない　
かつて榎一雄はエフタル民族の資料としてこの『梁職貢図』を研究し、 『梁書』西戎伝の記事の大部分はそれに基づ






















史那楼馮や父の代からの古老達を派遣して吐谷渾を追わせ、帰還させようとした。吐谷渾は「先王は、占いのことばを引用し、 『二人の子は充分に繁栄し、幸いは子孫にも及ぶであろう』と言われた。私は卑しい庶子であり、道理として二人が並んで盛大となることはありえない。いま、馬が原因で我々兄弟が別れることになったの 、天の啓示するところであろう。諸君はためしに馬を駆り、東に向かわせてくれ。もし馬が東に帰ったら、私も馬に従って戻ろう」と言った。史那楼馮は、二千騎 従者に馬を率いさせ、東に向かって数百歩行かせた 、馬はすぐ 悲鳴をあげると西に向かって走り出した。このようになることが十回ほどあった。楼馮は跪くと「これは人事のなせるわざではありません」と言い、馬を東に向かわせることをやめた。鮮卑では、兄のことを阿干 いった。慕容廆は吐谷渾のことを追想して「阿干の歌」をつくり、年末にな と思いつ て常にこれ 歌った。　
吐谷渾は自分の部落の民に言った。 「我々兄弟は、ともに国を継承した。慕容廆と、彼の曾孫、玄孫は、わずかに百
餘年だけ国を保持できるだ う。われわれは玄孫以後 なってから繁栄を遂げるだろう 」
　
それから西に移り、陰山
に達した。永嘉の乱（三〇七～三一三）に及び、吐谷渾は初めて隴山をわた て西へ至り、その後、子孫が西零より西にある甘松の境界を領有し、白蘭に至るまで数千里に達した。そし 城郭 築いたが、そこには住まず 水と草を追い求めてテントを住まいとし、肉や酪 食糧と 官職は、長史、司馬、将軍があり よく文字を知ってい 男性は長裙（長いズボン）を着用し、帽子あ いは
人冪幕
人冪離（べきら）を頭にかぶった。婦人は金の花を首飾りとし、辮髪をうし










がまだ体の中にある時、吐延は部将の紇抜泥に言った。 「小僧が私を刺したのは、私の手落ちだ。上は先王に顔向けができず、下は仲間たち（士女）に ずかしい。すべての羌族を制御できたのは私がいたからだ。私の死後 よく葉延を助け、すみやかに白蘭を保有する だ。 」吐延は言い終えると死んだ。吐延の在位は十三年、息子は十二人おり、長男の葉延が後を継いだ（三二九年、 『資治通鑑』巻九四） 。　
葉延が十歳の時、父の吐延は羌の族長姜聡に殺された。葉延は毎朝、草を縛って姜聡の像をつくり、泣きながらこれ








渾を氏となすことは、祖先を尊ぶ意味である」 た。葉延は在位二十三年、三十三歳 死去した。息子が四人おり、長男の辟〔碎〕奚が後を継いだ（三五一年、 『資治通鑑』巻九九） 。　
辟奚の性格は仁義にあつく慈悲深かった。前秦の苻堅（三五七～八五）が勢い盛んである事を聞くと、使者を派遣し
て馬五十匹と金銀五百斤を献上した。苻堅は大いに喜び、辟奚を安遠将軍に任命した。辟奚の三人の弟 みな専横であったため、長史の鐘悪地は、弟達が国の災いになることを恐れて、司馬の乞宿雲に言った。 「むかし鄭の荘公や秦の昭王が一人の弟を寵愛したために 宗廟 どれほど傾 たことか。ましてや、いま三人の庶子（三つの災い）は 驕り高ぶっている。きっと社稷の災い なろう。私とあなたは、かたじ くも王を補佐する元輔の位にある。もし五体満足で死んだなら、先王に問われ 時、私はいっ 何と言って先王に謝罪すれば いのか（ 『春秋左氏伝』隠公三年） 。私がいま三弟を誅殺す 」これに対し、乞宿雲 辟奚に申し上げよう 請願 たが 鐘悪地は、 「わが王は決断力がない。告げてはならない」と言った。そこで、群臣 王に謁見する機会をとらえ 、とうとう三弟を捕らえて誅殺した
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く、志を持っていたが、父親が憂悶して亡くなったため、その後、政治をかえりみず、飲酒も狩猟もしないまま七年間を過ごした。鐘悪地は進んで言った。 「そもそも君主というものは徳によって世を治め、威光によって人々を救い、五味によって民を養い、音楽と色事によって民 楽しませるものです。こ 四つのもの 聖天子や明王が優先するものです。しかし、公はみなこれらを無視されました。むか 、昭公は慎ましい倹約家でしたが身を滅ぼし、徐の偃王は仁義に篤い王でしたが、やはりその身は滅びました。つまり、仁義は身を保つもと もあります 、同時に身を滅ぼすもとでもあるのです。国を統治する大綱は礼徳であり 世を救うものは刑法なのです この二者に差異が生ずれば 国家の大綱は根本から崩れます。明君 代々相次い 徳を輝かし 幸い も河西 土地（西夏）にわれわれの本拠を置くことができました。仁と孝は自然より発 ものですが、それ もなお周公や孔子 の とるべきであり、徐 偃王の仁に倣って、刑徳を捨て去るようなことがあってはなりませ 。 」視連は泣いて言っ 。 「先王は兄弟 痛み いつまでも追い、悲憤のあまり崩御された。私は先王の仕事を継承 といっても 屍が残っ いるだけであ 声色（音楽と色
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事） 、遊びと娯楽に、どうして安んじておれようか。国家統治と刑礼のことについては、私の子孫に託したい（綱維刑礼、付之将来） 。 」視連は臨終にあたり、息子の視羆に、 「私の高祖の吐谷渾公は常に、子孫はきっと繁栄し、長く中国の西の藩屏となって、幸いは百世代にわたって流れ込むであろうと予言していた。しかし、私 もう及ばないし、おまえもまた見るこ はできない。おまえの子孫達の時代に、きっと吐谷渾は栄えるにちがいない」と言い、在位十五年で亡くなった。視連には二人の息子が り、長男を視羆、次男を烏紇堤といった（三九〇年、 『資治通鑑』巻一〇八、太元十五年九月条） 。　
視羆の性格は英邁果断で、雄略があり、かつて従容として博士の金城騫苞に言った。 「易経（繫辞伝上）には『動静
には恒常性があり、剛と柔が別れて立つことになった』という言葉がある。先王は仁によって政治をつかさどったが威光と刑罰には任せなかっ 。そのため剛と柔 分たれず、近隣 敵に軽んじられた。天下正義のためには私 譲歩しない（当仁不譲：出典『論語』衛霊公 。どうして手をこまねい 黙 お ようか。いま、馬に秣（まぐさ）を与え、武器を鋭利にして、中国と天下の覇を争ったら、先王たちは 思うだろうか。 」これ 対し 騫苞は「大王のお言葉は 高い志のある世俗を超越した経略であり、秦隴 英雄豪傑も聞きたいと願っている言葉です」と言った。そこで、視羆 胸襟を開いて民を説得したので、民はこぞって視羆のもとに結集し 。　
西秦の乞伏乾帰は使者を派遣して、視羆に使持節、都督龍涸已西諸軍事、沙州牧、白蘭王を授けた。しかし、視羆は







とを河南王と申すなら、どうして晋王室のために勲功を立てず 王府に名をしるし、当代に功績を建て、後世に名を残そう しないのか。 」乞伏乾帰は激怒 たが、吐谷渾の強さ 恐れて初めのうちは友好関係を結んだ。しかし、後 軍隊を派遣して吐谷渾を攻撃したので、視羆は大敗し、退却して白蘭を保った。視羆は、在位十一年 して三十三歳で死去した。息子の樹洛干は幼かったので 王位は烏紇堤 継承された（四〇〇年 『資治通鑑』巻一一一） 。　
烏紇堤は、またの名を大孩といい、性格は懦弱で、酒色に耽り、国政を顧みなかった。乞伏乾帰が長安に入城すると、
烏紇堤はしばしば国境地帯を略奪した。 怒り 騎兵を率いて吐谷渾 討った。烏紇堤は大敗 、 万餘人喪失した。烏紇堤は南涼を保ち、胡国〔胡園〕で死去 た。烏紇堤の在位は八年で、亡くなった時に 三十五歳であった。その後、視羆の息子樹洛干が即位した（四〇五年、 『資治通鑑』巻一一四） 。　
樹洛干は、九歳で父を亡くし孤児となった。母親の念氏は聡明でやさしく美しかったので、烏紇堤はこれを妻とし、
寵愛して、国政を壟断した。樹洛干は、十歳になると自ら世継ぎ 称し 十六歳で王位を継承し、総べると ろの数千家を率いて莫何川に帰還し、自ら大都督、車騎大将軍、大単于、吐谷渾王を称した。部落を教化したので、民は生業を楽しみ、樹洛干を号して戊寅可汗と称 た。沙
触
呂激弼の種族は樹洛干に帰属しないものはいなかった。そこで樹洛干は宣言











2） 『資治通鑑』巻九四、咸和四年、吐谷渾王の葉延の記事に対する胡三省の注は、 「以王父之字為氏」の出典を『礼記』ではなく、 『春秋左氏伝』の次のような記事をあげる。 『左伝』魯衆仲曰、 「天子建徳、因生以賜姓、胙之土而命之氏。諸侯以字。 」杜預註曰「諸侯之子称公子、公子之子称公孫、公孫之子以王父字為氏。 」
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1）呂光の西域遠征については、 『晋書』巻一二二「呂光伝」に詳細な記載がある。また『資治通鑑』巻一〇四～一〇六にも同様な記事が、年月ごとに分かれて採録されている。それによると、前秦王の苻堅は華北を統一した後、西域支配を意図して、驍騎将軍の呂光 総兵七万 鉄騎五千を率 させ、鄯善王および車師前部（トルファン）王を道案内にして西域（焉耆、亀茲）遠征に向かわせた（三八三年正月、長安出発） 。なお、 『晋書』巻九五「鳩摩羅什伝」によれば、苻堅は呂光に対 「もし亀茲（クチャ） おいて鳩摩羅什 手に入れたならば、直ちに駅馬を馳せて送りとどけよ（若獲羅什、即馳駅送之） 」と命じている。西域の名僧、鳩摩羅什の獲得も 遠征の重要な目的のひとつであっ 。呂光は敦煌から沙漠を渡り、三八三年十二月には、焉耆（カラシャール）を攻撃し、降伏させている。亀茲国王の白（帛）純は激しく抵抗し、周辺諸国に救援を求めた。亀茲の西に た遊牧民族の獪胡が騎馬兵二十余万を、温宿、尉頭諸国らは七十余万の兵を派遣して亀茲を救援した。数 上で劣勢に立っ 呂光は密集戦法（勾鎖之法）をとって 敵陣 一角を突破することに成功した。白純は城を棄 て出奔し、 城は陥落した（ 八四年七月） 。呂光は城内 入って目 見張った。その宮殿の壮麗さは、長安に引け 取らなかっ 国の豊かさに魅せられ、呂光はそこに居座るこ を考えたが、鳩摩羅什から「ここは留まるべきところでは い」と諭され、帰途 つ た。しかしそ 途上、苻堅が後秦王の姚萇によって殺害されたことを聞き（三八五年八月） 、姑蔵（武威）にとどまり、独立 た。三九六年には、自ら天 名
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のって、大涼（後涼）を建国した。呂光は間もなく病没した（三九九年） 。鳩摩羅什は呂光父子に拘束されたまま、長年、姑蔵に留められたが、四〇一年になって、後秦王の姚興が後涼王呂隆を降伏させ、鳩摩羅什を長安に迎え入れた（ 『出三蔵記集』巻十四 『高僧伝』巻二、鳩摩羅什伝） 。
?????????　
大宛は、洛陽の西一万三千三百五十里にあり、南は大月氏（クシャン朝）に至り、北は康居（サマルカンド）と隣接











た。都城があり、その城の周囲はおよそ百里であった。家屋はみな珊瑚でうだつがつくられ、瑠璃で壁がつくられ、水精で柱の基礎 つくられていた。王 五つの宮殿を有し、宮殿はそれぞれ互いに十里ず 離れてい 。毎朝、一つの宮殿で訴訟を聞き、終わるとまた次 宮殿に移る。もし国に災厄や異変があると、すぐに賢人を擁立して、それまでの王を放逐したが、放逐された旧王もまた、これを決して恨まなかった。役所には帳簿があり、文字は胡書と同じ また白蓋の小車、旌旗のたぐい 郵便駅伝制は、まったく中国と同じである。この国の人々は長身で大きく、容貌は中国人に似るが、胡服を着用する。その国は 金や玉 宝物、明珠、大貝を多く産出し、夜光璧、駭鷄犀、火浣布がある。また、金縷（金糸）で刺繍を刺し 錦縷（錦の糸）で罽 毛織の敷物）を織る。金や銀で貨幣をつくり 銀銭は金銭の十分の一に相当する。安息（パルティア）や天竺（インド）の人と海の中で交易し、百倍の利益 あげる。隣国の使者 到来すると、すぐに金銭を支給する。大秦に至るには途 、大海を渡らねばならず、海水は塩からく、に くて飲むことはできない。客商たちは往来に三年分の食糧を携えねばならない で、往来する者は少ない　
漢代に、西域都護の班超が部下の甘英を大秦国（ローマ）へ派遣したことがあったが、甘英が船に乗ろうとした時、
























ついに隴山を越えることがで 。この後、若洛廆は吐谷渾 追想し 「阿干の歌」をつくった。鮮卑 ことばでは兄のことを「阿干」と呼んだ 若洛廆 子孫が帝王を僭称したとき この歌を「輦後大曲」とした。　
吐谷渾は隴山を越えると、罕幵と西零に出た。西零はいまの西平郡、罕幵はいまの枹罕縣である。枹罕より東の千餘
里は甘松に及び、西は河南に至り、南は昴城、龍涸を境界とした。洮水の西南から白蘭 まで達する数千里以内で、水と草を追い求め、テントに暮らし、肉や乳製品を食糧として生活 西北 諸族はこれを阿柴虜と呼んだ。　
吐谷渾は七十二歳で死去し、六十人の息子をのこした。長男の吐延が後を継いだ。吐延は身長が七尺八寸あり、膂力
は人よりも優れて て、性格は凶暴だった。昴城の羌の族長姜聡に殺され 。 延 剣がまだ体内に刺さってい 時
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に息子の葉延を呼び、大将の絶抜渥に語って言った。 「私が絶命したら、棺に遺体を納め、 （葬儀が）終わったら、すぐに遠方に移動して白蘭を保て。白蘭の地は険阻で、ま その住民は惰弱だから統御しやすい。葉延は幼いので、気持ちとしては他のも に王位を授けたい だが、おそらく この緊急事態ではとても統御することはできないだろう。いま、葉延をおまえに預ける。おまえは股肱の力を尽くしてこれを補佐しろ。この幼児が王位に就く が れば、わしには何の恨みもない。 」そう言うと吐延は剣を引きぬいて死んだ。吐延は位を継承して十三年、三十五歳であった。吐延には息子が十二人いた　
葉延は幼い頃から勇敢で、十歳の時、草を縛って人のかたちをつくり、これを姜聡と名づけて毎朝、これを的にして
射た。矢が命中する 喜び、命中しないと大声で泣いた。母親が「賊への復讐は諸将がす に行い、姜聡は殺されてなますにされました。おまえは幼 の 、 ぜ毎朝、このように思い煩うのか」と言うと、葉延 嗚咽をこ えきれず母親にこたえて言った。 「私もこれが無益なことはよく知っ おります。しかし心の奥底で （罔極之心） 私はこの痛みに耐える とができないので 。 」葉延はとても親孝行で、母親が病気で三日間食事ができなかった時に 、葉延もまた食事をしなかった。葉延 書伝をよく読み、曽祖父の弈洛韓が曹氏の魏王朝から初め 昌黎公に封じられたと考え、「私は公孫の子である。礼記によれば、公孫の子は父親の字を氏とすることができるのだ」と言って吐谷渾の名を氏姓とするよう命令した。位を継いでから二十三年、三十三歳で亡くなった。四人 息子 いた。　
長男の碎〔辟〕奚が即位した。碎奚は性格が廉直で、三人の弟が専横であった。碎奚は制御することができなかった
ので、諸将がともに謀って三弟を誅殺した。碎奚は憂い悲しんで、二度と政務 とれなくなった。そこで息子の視連が立てられて世継ぎ なり、政治を任され 「莫賀郎」と呼ばれた。 「莫賀」 宋の言葉で父を意味する。碎奚は憂いが高じて亡くなった。在位は二十五年、年齢は四十二歳であった。六人の息子がいた。息子の視連は父親 憂悶のために
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亡くなったので、遊びや娯楽をたしなまず、酒宴も行わなかった。在位十五年、四十二歳で亡くなった。視連には息子が二人おり、長男が視羆、次男が烏紇提〔堤〕といった。視羆は王位を継承すること十一年で、四十二歳で亡くなった。息子の樹洛干たちはみな幼少であったので、弟の烏紇提が即位した。烏紇提は在位八 三 五 死んだ。視羆の息子樹洛干 、烏紇提の後を継いで即位し、自ら車騎将軍を称し 義熙初年（四〇五年）のことである。　
樹洛干が亡くなると、弟の阿犲〔豺〕は自ら驃騎将軍を称した。譙縦（後蜀）が蜀を乱した時、阿犲は従子の西彊公












































（四三九） 、慕延を改めて河南王に封じた。その年、拾虔の弟の拾寅を平西将軍、慕延の庶出の長男繁暱を撫軍将軍、慕延の嫡子瑍を左将軍、河南王世子となした。元嘉十九年（四四二） 、阿犲に対して生前に帯びていた称号、安西・秦・沙三州諸軍事、沙州刺史 領護羌校尉、隴西王を死者への官位として追贈した。北魏の太武帝（索虜の拓跋燾）は軍勢を派遣して慕延を撃ち、大いに打ち破ったので、慕延は部落を率いて西に移動 、白蘭に走り、于闐国（ホータン を攻め破った。慕延は、北魏がまた到来することを恐れ、 二十七年（ 五〇） 、宋 遣使して上表し、 「もし吐谷渾が安定しない場合には、部落 率いて龍涸、越嶲に入りたいと思います」と言った。慕延はまた、文帝に牽車を要求し、烏丸帽、女国の金酒器、胡王の金の腕輪などを献上した。文帝は慕延に牽車を下賜し、もし北魏が到来して吐谷渾が自立できない時には、越嶲 入ること 許可した。しかし北魏は到来しなかった。　
慕延が亡くなると、拾寅が自ら即位した。元嘉二十九年（四五二） 、文帝は拾寅を使持節、 （都）督西秦・河・沙三州
諸軍事、安西将軍、領護羌校尉、西秦・河二州刺史、河南王に任命した。拾寅 東方にお 、北魏を打ち破った で文帝は拾寅に開府儀同三司を加え 世祖孝武帝の大明五年（四六一） 、拾寅 遣使して善舞馬 四角羊 献上した。皇太子、王公以下が、舞馬歌を献上し、その数 二十七首に達した。太宗明帝の泰始三年（四六七） 、拾寅を征西大将軍に進めた。泰始五年（四六九） 、拾寅は明帝に上表を奉り、特産品を献上した。そこで明帝は、弟の拾皮を平西将軍、金城公とした。前廃帝はまた、拾寅を車騎大将軍 進めた。　
吐谷渾の国の西方には黄砂があり、その広さは南北百二十里、東西が七十里で、草木が生えない。沙州という名は、






官位秩品は台光（三公） 等しくした。かれらは辮髪して朝廷に参賀し 簪冕を尊重せず、言語は通ぜず、どうしてかれらに天子の政治を敷きひろめるこ ができようか。また吐谷渾から朝貢の 物を入れた包や篭が毎年朝廷に届くが、本心は交易が目的である。かれらが献上する金・罽・毛氈・毦（羽毛）は緊急 で ない。使節の送迎 煩雑であり、得るものより、失うもののほうが多 粛愼（東北の民族） 毎年朝貢させ、越裳（ヴェトナムの古代民族） 毎年饗応する類である。邪見を書きし して、古典の記述を低めることはできない。聖人がかれらの地を荒服と見なしたことは、確かにそれなりの理由があったのである。
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「皇帝は、使持節、散騎常侍、都督西秦・河・沙三州諸軍事、車騎大将軍、開府儀同三司、領護羌校尉、西秦・河二州刺史、新任の驃騎大将軍、河南王に、謹ん 安否を問う 当方は 朝が交代し、天命が朕の身にくだり、かたじけなくも大業に当たることになった。慎みと畏れの二重の念から、この夏の時節にますます感情 高まるのを覚える。　
王世武が帰国したので、朕は そなたが宋の後廃帝に宛てた）元徽五年（四七七）五月二十一日付の上表文を受理し
た。それを拝見すると、そちらは今むし暑い のこと、お見舞い申し上げる。また、そなたの誠は非常に著しく、遠方の辺境地帯を安寧に保っている。今、詔をくだし、そなたの称号を上位に進め、忠義と真心にむくいよう。王世武を派遣して王命を奉らせ 授させる。また、王世武らを柔然（芮芮）に行かせたく、そなたが使者たちを助けて、無事目的地に到達できるよう取り計らってくれ こ を願う。朕は が献上した馬などの特産物をすべて受け取った 今また別牒（別文書） 付けて、錦 深紅・紫・碧・緑・黄・青など 絹織物をそれぞれ十匹送り届けよう。 」　
拾寅の息子の易度侯は天文を好み、斉に天文書（星書）を求めたが 朝議した結果、書を与えなかった。拾寅が亡く





















73, note 22 参照） 。
（
2） 『南斉書』巻五九芮芮伝によれば、宋の宰相蕭道成（のち 南斉太祖）は四七九年に、吐谷渾経由で使者を芮芮（柔然、蠕蠕 に派遣し、北魏を挟撃することを協議させた。その使者 名前が王洪範〔軌〕であり、本伝に登場する武衛将軍の王世武の任務、時期と類似する。しかし『南斉書』芮芮伝「昇明二年（四七八）太祖輔政、遣驍騎将軍王洪範〔軌〕使芮芮、剋期共伐魏虜」の記事は、 『梁書』巻五四芮芮伝および『資治通鑑』巻一三五（ ）に採録されており、王洪範〔軌〕と記す。 『南史 七〇には王洪範の伝が存在するが、芮芮使者 ことは記されず、別人のよう お えが、一方、王世武の伝は『南斉書』 、 『南史』にも見えないので、王洪範が王世武の誤りであるという確証もない。 （内田吟風一九七一「 伝訳注（南斉書、梁書） 」二五三頁、二 九頁参照） 。
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創始した時、梁の臣民となり、その正朔を奉じ、朝貢してきたものは 仇池（武興国） 、宕昌（とうしょう） 、高昌（トルファン） 、鄧至（とう ） 、河南 吐谷渾） 、亀茲（クチャ） 、于闐（ホータン） 、滑（エフタル）の諸国である。いま、その風俗を書き綴り 「西北戎伝」をつくる。
?（




容廆といった。弈洛干が亡くなると、慕容廆が位を継承し、吐谷渾はこれを避けて西に移動した。廆は兄を追って留めようとしたが、吐谷渾の牛馬がみ 西に向かって走りだし、帰ることを承知しなかったので、吐谷渾自身も西に移動し、隴山を越え、枹罕（甘粛省臨夏）を通過し、涼州の西南に出て 赤水（青海の南方）に至り、この地に住んだ。この地はちょうど張掖の南、隴西の西であり、黄河の南にあ た。そこで河南と称した である。河南 境界は、東は畳川に至り、西は于闐（ホータン）と隣接し、北は高昌（トルファン） 接し、東北は秦嶺に通じ、千餘里四方 土地で、これはおそらく昔に流沙と呼ばれ 土地であろう。この地は草木に乏しく、雨水が少なく、いつでも氷と雪 覆われていた。ただ六月～七月 、さかんに雨や雹が降った。もし晴れれば、風やつむじ風が吹き、砂や小石が飛んで、常にこの地の景色を覆い隠した。この地には麦が生えたが、他の穀物はなかった。青海の四方には数百里あり、その側に雌馬を放牧すると、すぐに駒を産んだ。土地のものは、こ 駒を龍種であるとい こ ため、その国に 名馬 多かったのである。家屋が存在するが、百子帳（大型テント）も混在する れは穹窿状のテントである。人びとは小袖の袍（ガウン） 、小口の袴（ズボン） 、大きな頭長裙帽を被った。女性は髪を分け、編んでいる。　
その後、吐谷渾の孫の葉延はよく書物を読み、自ら、曽祖父の弈洛干が初めて昌黎公に封じられたので、自分は公孫









1） 『梁書』河南王国伝の前半は、前史の『宋書』吐谷渾伝と『南斉書』河南伝にもとづく。後半は同時代史料の『梁職貢図』にもとづいて書かれたとおもわれるが、しかし『梁職貢図』河南国の題記はすで 失われており、現在では北宋楼鑰『攻媿集』巻七五に引用された河南使者の題記節文によって、わずかにうかがい知ることができる。 「河南出鮮卑慕容
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氏吐谷渾之後也。地在河南、古之流沙也。梁天監元年遣使朝貢、献瑪瑙鍾。後或歳再三至、或再歳一至。 」 （榎一雄「梁職貢図の流伝について」 『榎一雄著作集』第七巻一七六頁参照）
?????????　
高昌国では、闞氏が王となった。その後、河西王の沮渠茂虔の弟無諱が高昌を襲撃して破ったので、高昌王の闞爽は
芮芮（柔然）のもとに逃亡した（四四二年） 。無諱は高昌を占拠して王を称したが、一世代で滅びた（四六〇年） 。その後、国人はまた麴氏を国王に立て 九七 その名を嘉といい、北魏は車騎将軍 司空公、都督秦州諸軍事、秦州刺史 金城郡開国公 位を授けた。麴嘉は在位二十四年で死去し、諡を昭武 といっ 。息子の子堅は、使持節、驃騎大将軍、散騎常侍、都督瓜州諸軍事、瓜州刺史、河西郡開国公、儀同三司高昌王として位を継承した（五三〇～四八年） 。　
その国はおそらく車師の故地であろう。南は河南（吐谷渾）に隣接し、東は敦煌に連なり、西には亀茲（クチャ）が
あり、北は敇勒（テュルク）と隣接していた。四十六の鎮を置いたが、交河、田地、高寧、臨川、横截、柳婆、洿林新興、由寧、始昌、篤進、白力などはみな、その鎮の名である。官職には 鎮将軍、様々な称号の将軍、長史、司馬、門下校郎 中兵校郎、通事舎人 通事令史、諮議、校尉、主簿があった。　
国人の言語は中国とほぼ同じである。五経、歴代の史書、諸子集（経・史・子・集）を持っている。容貌は高麗（高



















はなかったが、天監十五年（五一六）になって、王の厭帯夷栗陁（エフタル）が初めて使者を派遣して特産物を献上した。普通元年（五二〇） 、また使者を派遣して黄色の獅子（ライオン） 、白貂の皮衣、波斯（ペルシア）の錦などを献上した。普通七年（五二六） 、また表を奉って貢献し きた。　
北魏が桑乾川（平城）に都を定めたとき（三九八～四九五年） 、滑国はまだ小国であり、芮芮（ジュウゼン）に服属






































れた。賢は兪を驪帰王に左遷し、その弟の君得を于闐王とした。君得は暴虐であったので、人々は苦しんだ。永平三年（六〇） 、于闐大族の都末が君得を殺した。しかしその後、大人の休莫覇もまた都末を殺して自ら即位し、王となった。覇が亡くなると、兄の子の廣得が即位 た。かれはその後、莎車王の賢を撃破し、生け捕りにして帰還し、殺害したこうして于闐は強国となり、西北の小さな諸国はみな于闐に服従した（ 『後漢書』西域伝、莎車国、于闐国） 。　
その地は潦水（たまり水）と沙石が多く、気候は温暖で、イネ、ムギ、ブドウをよく産出する。川では玉が採取でき、
その河を玉河という。国人は銅器 巧みに鋳造する。こ 国 治所は西山城 いう 家屋と市場が る。草木の実や野菜は中国と同じである。仏教を深く信仰する。王の居室には朱色 絵画が描かれて る 王冠の金の頭巾は、いま 胡人（ソグド人）の公帽に似ている 王 妻と並んで坐って接客する。この国 婦人はみな辮髪 し、皮衣 袴（ズボン）を着用した。国人は恭しく、対面する時には跪く 跪く時には片方の膝を地につける。文字 書き るす時は、木札（木簡）を使用する。玉で印鑑を作る。 人は手紙をもらうと頭 戴き、あとで札（手紙）をあける。　
魏の文帝の時代（黄初三年＝二二二） 、王の山習 文帝 名馬を献上した。梁の天監九年（五一〇） 、于闐は使者を派














1）本伝もほぼ新発見の張庚摸本『梁職貢図』渇槃陀の題記の全文に一致する。題記にあって、本伝に欠けているのは、服装の「深壅皮靴（深め ブーツ） 」 、小麥のほか「大麥」 、朝貢者の名前「史蕃匿」とである。ただ、題記は朝貢年を大同元年とするが、 『梁書』武帝本紀には、中大同元年十二月に盤盤国（タシュクルガン）の朝貢を記している。
???????　
末国は、漢の時代の且末国（チェルチェン）である。勝兵は一万戸あまりであった。北は丁零（テュルク） 、東は白















1） 『梁職貢図』波斯国使の題記は、珍しく北宋摸本と張庚摸本の両方に保存された。前者が約二五〇字、後者が一三四字である。本伝が約二一五字であり、どちらが原本に近いのかとまどう。しかし三者の内容は決して「波斯（ササン朝ペルシア） 」のものとは言えず、関連するのは最後の朝貢使節の到来を告げる一行のみである その割に字数が多い は、
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ので、楊難當は北魏に逃亡した。 （そのあと）楊難當の兄の子文徳が民を茄盧に集め、宋から爵位を授かったが、北魏はまたこれを攻撃したので、文徳 漢中に逃げた。従弟の僧嗣が即位し、ふたたび茄盧に軍隊を駐屯させた。僧嗣 亡くなると、文徳の弟の文度が即位し、弟の文洪を白水太守に任じ、武興に駐屯させ 。宋はこれを武都王となした。武興の建国 これより始まった。楊難當の族 廣香もま 文度を攻め殺し、即位して、陰平王、茄盧鎮主となった。廣香が亡くなると息子の炅が即位し、炅が くなると息子 崇祖が即位した 崇祖が亡くなると息子の孟孫が即位した。斉の永明年間中（四八三～四九三）に 北魏の南梁州刺史・仇池公の楊霊珍が泥功山を足がかり して斉に帰順 た。斉朝は楊霊珍を北梁州刺史、仇池公とし 文洪が亡くなると、一族の集始が北秦州刺史、武都王 なった。天監初（五〇二） 、梁朝は集始を使持節、都督秦雍二州諸軍事、輔国将軍、平羌校尉、北秦州刺史、武都王とし、霊珍を冠軍将軍、孟孫を仮節、 （都）督沙州刺史、陰平王と た。集始が亡くなると、息子の紹先が爵位を継承 た。天監二年（五〇三） 、霊珍を持節、 （都）督隴右諸軍事、左将軍、北梁州刺史、仇池王とし 天監十年（五一一） 孟孫が亡くなる
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と、詔を下して孟孫に安沙将軍、北雍州刺史の称号を贈った。息子の定が封爵を継承した。紹先が亡くなると、息子の智慧が即位した。大同元年（五三五） 、智慧は漢中の支配を回復することに成功した。智慧は使者を派遣し、上表文を奉って、四千戸 率い 梁国 帰順したいと請願した。勅書 下してこれを許可し、その地を東益州とした。　
その国の東は秦嶺山脈に連なり、西は宕昌に隣接した。宕昌までは八百里あった。南は漢中を去ること四百里、北は
















性格は凶暴で、昴城の羌族の酋長姜聡 刺された。吐延は剣がまだ体内に刺さってい 時、息子 葉延を呼びよせ 大将の紇抜埿に語って言った。 「私が絶命したら、すぐに遺体を納棺しおえ、早 ここを去って白蘭 保 。白蘭 地は険阻で遠く、またその住民は惰弱 から統御 やすい。葉延は子供なので、だれかに王位 授けたいが、おそらく、この緊急事態には制御できないだろう いま葉延をおまえに預ける。おまえは股肱の力 尽くして、この子を助け くれ。息子が王位に就くことが れば私に恨みはない 」こ 言う 、 を抜いて死んだ。吐延には子供が十二人いた。　
葉延は幼かったが勇猛果敢であり、年齢は十歳であったが、草を縛 て人のかたちを作り、姜聡と名づけ、毎朝これ
に矢を射込んだ。矢が命中すると号泣した。母親が「賊への復讐は諸将がすでに果 し、賊を殺してなますにしまし 。おまえは幼いのに、なにゆえ毎朝、自ら苦 んでいる ですか。 」と言うと 葉延は嗚咽 こらえき ず 母親に答えて言った。 「無益なことはよく分かっています しかし、心 奥底において この痛みに耐えられないのです 」葉延
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は非常に親孝行であり、母親が病気の時に三日間食事をしないと、葉延もまた三日間食事をしなかった。葉延は書伝をよく調べ、曽祖父の弈洛韓（渉帰）が初めて昌黎公に封じられたので 自分は公孫の子であると考えた。そして、 『礼記』を調べ、 「公孫 子は王の父 の字を氏となすことができる」という言葉を見つけ、これに従って祖父吐谷渾の名を氏となした。　
葉延が亡くなると、息子の碎〔辟〕奚が即位した。碎奚の性格は慎み深く、三人の弟が専権したが、碎奚はこれを制
御できず、大将達がこれを共同で誅殺した。碎奚は憂い悲しんで政務を行えず、息子の視連 立てて世継ぎとし、これに政治を任せて「莫賀郎」と号した。これ 中国語で父親という意味であった。碎奚は、とうとう憂悶して死んだ。視連は即位すると、父親のことを憂い、遊興も宴会も行わなかった。視連は、王となってから十五年で亡くなり、弟の視羆が即位した。視羆が亡く る 、息子の樹洛干らはまだ幼かったので、弟の烏紇提が即位し、樹洛干の母親を妻となして、二人の子、慕
璝と利延を生んだ。烏紇提は別名を大孩といった。烏紇提が亡くなると樹洛干が即位し、自ら車騎

































僭称の逆賊を生け捕って王府の宗廟に献上（献捷）いたしました。爵位は昇格させていただきましたが、領土の賦与はなく、車旗は備わりましたが、財貨による褒賞は十分に だいておりません。どうか、実情をよく勘案のうえ、書状の意をおくみ取り下さい。臣は近頃、入寇した逆賊と応戦し、そのため辺境の民達は賊に劫略され、東方に流浪しております。今、皇帝の教化が天下にあまねくいきわ り、民衆は郷里へ 帰還を望んでいます。また、乞佛日連、窟略寒、張華の三人は家が没落し、吐谷渾に亡命して ここにお ます。家族と離れ離れとなり、不憫であります。どうか陛下の勅書を携えた使者を派遣 て、かれらをお救い だされ、遠い未開の地に恩沢を及ぼされますならば、感謝の わまりです。 」　
太武帝は公卿に詔をくだし、公卿たちを朝廷に集め、どのように（吐谷渾へ）返答するか議論させた。太尉の長孫嵩
をはじめ、議郎、博士たち二七九人が議論して言った。 「かつて役人は、西秦王が荒外の君主であ 、政教の及ばない地であったため、朝貢してくればそれを受け 来なければそのまま放置 てき した。皇帝 威光が遠方 及んだので、西秦王 義を慕い威光 恐れて臣 称し、貢物を納めて爵位と称号を受け いと申している です。われわれ議者が思いますに、昔の要服・荒服の君主は領地 広く人民が多く も、爵位は中国王朝の基準になぞらえることはあせんでした。陛下は吐谷渾王に度を越えた恩寵、官爵を加えられ 。容飾・車旗、班爵 大国（上国）並みにさました。下賜する絹の数量については、旧典に記されていません。みな、そのとき 状況 応じ、臨機応変 、その多寡を決めました。漢魏以来の例を考えますに、荒服や遐服の地 慰撫した時の故事がいくらかあ ます。呂后は、匈奴の冒頓単于に対 、車を二乗、四頭だての馬車を二つ与え、単于はこれに応え 馬千匹を漢に贈りました。その後 匈奴は漢と和睦したので 漢は対等の立場となった匈奴に絹を贈りま たが その数は数百を越えませんで 呼韓邪
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に封じた。太武帝が涼州を征伐したので、慕利延は恐れ、とうとう部下を引き連れて西に走り砂漠に逃亡した。太武帝は、慕利延の兄に赫連定を捕縛した功績があったので使者を派遣して悔い改めるように説得し、慕利延は帰還 その後、慕利延は使者を派遣して太武帝に謝罪し、上奏文をたてまった。そこで太武帝は詔を下してこれを褒章した。慕利延 兄の子緯代 、慕利延に危害を加えられる事を恐れ、太武帝の た使者と共に謀って北魏への帰順を望んだ慕利延はこれを知ると、緯代 殺害 。緯代の弟の叱力延ら八人は逃亡して京師（平城） 帰順し、太武帝に対し、軍勢を派遣して慕利延を討伐するよう請願した。太武帝は を帰義王に任命し、晋王の伏羅 詔を与え、諸将を率いて慕利延を討伐させた。北魏 軍勢が大母橋に至ると、慕利延の兄 息子拾寅は河西に逃走し、伏羅は将軍を派遣してこれを追撃させ、五千あまり 斬首した。慕利延は白蘭 逃走 慕利延の従弟伏念、長史の
鳩黎、部大の崇娥ら
は一万三千の部落を率いて帰順した。そ 後、また征西将軍の高涼王那らを派遣して吐谷渾を白蘭で討ったので、慕利延はとうとう于闐（ホータン）に逃げこみ、于闐の王 殺し、死者は数万人に及んだ。慕利延 さらに南のかた罽賓（カピシ・ガンダーラ）に遠征した。慕利延は劉義隆に使者を派遣して援軍を求め、烏丸の帽子、女国の黄金酒器、胡王の黄金の釧（腕輪）などを献上し、劉義隆は慕利延に牽車 授け （太平真君）七年（四四六） 、慕利延は旧領に帰還した。　
慕利延が亡くなると、樹洛干の息子の拾寅が即位し、初めて伏羅川に町をつくった（四五二年、 『資治通鑑』巻一二
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赴かせたが、勝利することはできなかった。拾寅は再び遠方に逃亡したが、わが軍勢もまた疲弊 いま、拾寅は白蘭におり、国境の塞を侵略せず、人々の災 もならず、国家にとって急を要する課題ではない。もし使者を派遣して拾寅をなだめ帰順させれば、きっ 臣下に りたいと願い出るにちがいない。北魏は労 ずして吐谷渾 平定できよう。王者が四荒（四方の蛮地）に対する時は 彼らを羈縻するだけである。どうし その国を滅ぼ 、その地 領有する必要があろうか。 」　
これにたいして曹安は言った。 「臣は、むかし澆河に駐屯する将軍でした。澆河は吐谷渾に近く、吐谷渾の動静につ
いてはよく知っております。もし軍勢を分けて吐谷渾の左右に出れば、拾寅はきっと逃走して南山を保ち、十日もしないうちに牛馬の食べる草が くなり、人もまた食べるも がなくなるでしょう。吐谷渾 民はきっと混乱状態になりす。そ すれば一挙に吐谷渾 平定できます。 」文成帝は曹安 意見に従 詔を下して 陽平王の新成 建安王の穆六頭らを南道から、南郡公の李恵、給事中 公孫抜と曹安を 道から各々出撃させて、吐谷渾を攻撃させた。拾寅は南山に逃走し、北魏の諸軍は黄河を渡って拾寅を追撃した。しか 、こ 時、北魏の陣営には病気が蔓延した。諸将は議
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論した。 「賊はすでに遠方に遁走し、北魏の士気はすでに高まった。いま疲弊した将兵を駆り立てて、得がたい功績を求めるのは、得策ではない。 」多くのものがこ 意見に同調し、諸将は撤退して、駝馬二十餘万を獲得した。顕祖献文帝（四六五～七一）は、また上黨王の長孫観らに勅書を下し、州郡の兵士を率 させて拾寅を討伐させた。軍勢が曼頭山に至ると、拾寅がやって来て迎撃し、長孫観らは兵士を放ってこれを打ち破った。拾寅は夜闇に紛れて遁走した。この結果、拾寅は後悔し、また（北魏の）藩臣 戻りたいと考えて、別駕の康盤龍を派遣して上表文をたてまつり朝貢してきた。しかし献文帝はこれを幽閉し、使者を返さなかった。拾寅の部落は大飢饉に襲われ、しばしば澆河を襲撃した。そこで献文帝は 平西将軍、広川公の皮歓喜に勅書を下し、敦煌、枹罕、高平の諸軍を先鋒とな 、司空、上黨王の長孫観を大都督とな て、拾寅を討伐させた。長孫観らの軍勢は拾寅の領土に入り 作物を刈り取ったので は苦しみ恐れ、息子を派遣して北魏の陣地に赴か 、上表して過ち 悔い改めたいと申し出た。長孫観ら この事を献文帝申し上げたので、献文帝は将兵をよくねぎらい、勅書を下して拾寅を厳 く責め、息子を入侍させるよう求めた。拾寅が息子の斤を入侍させた で、献文帝 間もなく斤を吐谷渾に帰還させた。拾寅はそ 後ふた び辺境の民 襲撃 、将軍の良利に洮陽と枹罕の領地を守備させたので 枹罕鎮将 西郡公の楊鐘葵 拾寅に書簡を送って責めた。拾寅は上表し、 「詔勅 いただき、臣は旧土に帰還す ことを許され た それゆえ良利を派遣し 洮陽を守らせたのです。もし昔通りの恩寵が受けられないの ら、洮陽に命じて そ 土地の物産 献上させてください」と言った。上表文の言葉 懇切であったので、献文帝はこれを許可し 。これより拾寅 毎年朝貢するようになった。　
太和五年（四八一） 、拾寅が死没し、息子の度易侯が即位した（ 『資治通鑑』巻一三五、建元三年九月条） 。度易侯は、







伏連籌を入朝させたいと考えたが、伏連籌は上表して病気であると称し、その一方で、素早く洮陽、泥和城を占拠し、同地に守備隊を設置し 。文明太后 崩御すると（四九〇年九月） 、孝文帝は使者を派遣してその崩御を伏連籌に告げた。しかし伏連籌の拝命が無礼だったので 役人は吐谷渾を討伐するよう請願 たが、孝文帝は許可 なかった。群臣は、伏連籌の勅書拝受 態度 であったゆえ、吐谷渾の献上物は受納すべきでないと言った。孝文帝はこれに対し、「拝受の仕方が無礼であった時には、問責を加えるべきであって、その土地の収穫物（土毛）を献上することは、臣下が守るべき道である。献上品 閉ざ て放棄し、諸国からの朝貢を遮断したら、たとえ、かれらが後に悔い改めても、その道を閉ざすことになる。 」と言い、伏連籌に勅書を下して言った。 「朕は（文明太后の喪に服しており）哀悼 最中であるため、征伐を控えてい しかし昨年の春、枹罕（ 鎮将長孫百年）が上表し、洮陽 泥和にある吐谷渾の二つの守備隊を奪取したいと言っ きた この時、これが辺境の将軍の常であ め、朕はすぐに許可した（ 『魏書』巻七、高祖紀・太和十五年） 。北魏が討伐すると、二つの守備隊は北魏軍 評判を聞いて降伏 請願し 。北魏は二千餘人捕虜となし、婦女九百人を捕らえ 女子供は すべて吐谷渾に返還 よう。 」伏連籌が ぐに世継ぎの賀魯頭を派遣して京師（洛陽）に朝貢させたので、孝文帝は礼鍚を増やし、伏連籌に使持節、都督西垂諸軍事、征西将軍領護西戎中郎将、西海郡開国公 吐谷渾王を拝し 麾旗章綬の飾りをすべて 与えた。　
その後、孝文帝は、兼員外散騎常侍の張礼を伏連籌のもとに派遣した。伏連籌は張礼に対し、 「かつては吐谷渾が宕
昌と友好関係にあり、私はいつも大王と呼ばれ かれは自分の名 な っていた。いま突然 僕（しもべ）と名のり、
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私の使者を拘束した。私は一軍を出動させて、その真意を問おうとおもう。 」と言った。すると張礼は言い返した。 「あなたと宕昌は、ともに北魏の藩屏です。この頃、あなたは軽々に軍隊を出動させるが、それは臣下としての礼節に背く行為です。私が出発する日、宰相 、 『もし吐谷渾が迷いを断って罪を自覚するのであれば、藩屏としての仕事を保たせてやるが、愚なままに悔い改めないなら、災いと困難が吐谷渾に降りかかるだろう』と言っておりました。 」これ聞くと、伏連籌は黙り込んだ（四九二年、 『資治通鑑』巻一三七、永明十年五～七月条） 。孝文帝が崩御 、伏連籌は遣使して哀悼の意を表明し、北魏に対して誠実さと敬意を尽くした。　
伏連籌は、内では北魏に対する朝貢を修め、外では夷狄を併合し、塞外の諸民族の中では精強、富裕と号した。中国
王朝の真似をして官僚や役所 設け、皇帝に代わっ 諸国に対する政務をとり 自ら誇大に喧伝した。　
世宗宣武帝は初め 勅書を下して伏連籌を責めて言った。 「梁州部署は上表して、そなたが宕昌に与えた書を送って
きた。宕昌の梁彌邕とそなたは、ともに辺境の属国である。その を語る時には もに隣藩といい、その国を論じる時には同列に扱う。だが、 書を称して表となし、報を名づけて表となしている。役人は、国には常刑があるのだから、慇懃に討伐するよう朕に勧めている。朕は吐谷渾の地が険阻で遠隔であり、お互いが軽率に戦闘を構える事態をおもんばかる。だから、先に朕の意図をそ に宣告する。そな は自分でよくよく考え みるがよい。 」
　
すると、





念生に呼応し、涼州刺史の宋頴を捕えた。宋頴はひ かに使者 送っ 伏連籌に救援 求めた。伏連籌は自ら大衆をいてこれを救い、ついに涼州を保全した（五二五年、 『魏書』巻九 粛宗紀 正光五年九月条： 『資治通鑑』巻一五〇、
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普通六年十月条） 。これ以後、国境の関所は不通となり、朝貢路は遮断された。　（以下『周書』吐谷渾伝と同じ）伏連籌が亡くなると、息子の夸呂が即位し、初めて可汗を自称した（五四〇年、 『資治通鑑』巻一五八、大同六年十一月条） 。治所は伏俟城で、青海の西十五里の場所にあった。城郭はあったが、そこには住まず、常にテントで生活し、水や草を追い求めて牧畜を行った。その地は東西が三千里、南北が千餘里であった。官職には、王公、僕射、尚書、それに、郎将、将軍の号があった。夸呂はひと束ねにしたまげを結い、毛飾りと珠を髪に飾り、黒絹の帽子をかぶり、黄金の師子（ライオン） 座に坐 ていた。彼 妻は恪尊と号し、織り成した裙（パンタロン）を着用し 大きな錦の袍を着て、辮髪を後ろにたらし、頭に金の花冠を飾っていた。その風俗では、男性の衣服は中国とほぼ同じで、多くは
人冪幕
人冪離（べきら）を冠にしていた。また、絹の帽子をかぶっていた。女性はみな珠貝で髪
を束ね、その珠が多いものほど身分が高かった。武器には弓・刀・鎧・矛があった。その国には常税がなく、必要があれば富豪や商人に課税して賄っていた。刑罰は 人を殺したものと馬を盗んだものは死刑、それ以外の罪を犯したものに対しては物で贖罪させ、罪の程度を考えて杖刑に処した。人 刑を科す時には必ず絨毯 頭をすっぽりつつみ、高い所から石を投げて罪人を撃ち殺 た。父親や兄が亡くなると 父の後妻や兄嫁達を妻としたが、それ 突厥の風俗 同じであった。婚姻の方法は、貧しくて財物を蓄えられないものは 女性 盗んで逃げた。死者はまたみな遺体を埋葬する。葬制では、葬儀が終わると服喪の期間 終わった。そ 国の人々 性格 欲深く、平気で人を殺害し 弓矢で狩猟す ことを好み 肉や乳製品を食糧 た。また農耕も行い、大麦、粟 豆があった。その国の北 境界は気候が寒い時が多く、ただ、カブラと大麦だけが取れた。その め 吐谷渾で 貧 いもの 多く 豊かなも は少なか青海の周囲は千餘里で 湖の中に小さな山 あっ 毎年 冬 湖 凍った後 雌の良馬をこの小山 上 置き、翌年の春にこ 雌馬を収めると 馬はみな子を孕んでおり 子を産むので駒を得ることができる。こ 駒を龍種と号 。
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龍種は、その多くが駿馬であった。吐谷渾は、かつて波斯（ペルシア）の草馬を得て青海に放ち、それですぐれた駒を産ませた。この駒は一日によく千里を走り、世間では「青海驄」として知られている。その地は犛牛（ヤク） 、馬を産し、鳥は鸚鵡が多かった。饒銅、鉄、朱沙を産出した。その地は鄯善（ミーラン付近） 、且末（チェルチェン）も兼併した。　（以下は東魏・北斉史料）東魏の興和年間中（五三九～五四二） 、斉の献武王（高歓）が宰相となり、遠方の国々を招きなつかせようとした。蠕蠕（柔然）はすでに北魏（東魏）に帰順した。夸呂は 東魏に 使者を派遣して、敬意を表した。献武王は大義を説いて諭し、朝貢を促した。そこで、夸呂は使者の趙吐骨真を派遣し、柔然を経由し 、頻繁に朝貢 （五四〇年、 『資治通鑑』巻一五八、興和二年） 。また夸呂の従妹を推薦し、孝静帝は入内させて嬪となした



















郎の王恩生らを高昌に派遣したが、柔然（蠕蠕）に捕えられた 太平真君年間中（四四〇～四五一）に、闞爽は沮渠無諱に襲われ、無諱は を奪ってここに住んだ。無諱が死ぬと、弟の安周が代わって即位したが、和平元年（四六〇） 、柔然（蠕蠕）に併合された。柔然は闞伯周を高昌王となした。高昌の君主が王を称するの 、このときから始まった。太和年間 四七七～四九九） 初め、伯周が死ぬと息子の義成 即位したが、数年たつと、兄の首帰に殺された。首帰は自ら即位して高昌王 なった。　
太和五年（四八一） 、高車（テュルク）王の可至羅（ 『隋書』高昌伝 阿伏至羅）が首帰の兄弟を殺し、敦煌の人、張




鞏顧礼と義舒は韓安保に従って洛陽に行った。柔然（蠕蠕）可汗の伏図（五〇六～五〇八年）が高車（テュルク）に殺されたので、麴嘉もまた高車に臣従した。初め前部（車師前部 の胡人はことごとく高車のために強制移住させられて焉耆（カラシャール）に入植したが、焉耆もまた嚈噠（エフタル）に滅ぼされたため、国人は分散し、人々は自立することができず、麴嘉に王になるべき人を派遣 て欲しいと請願し 。そこで麴嘉 第二子を焉耆王とな 焉耆を統治させた。永平元年（五〇八） 、麴嘉は、兄の息子で私署左衛将軍、田地太守の孝亮を京師に朝貢させ、北魏に対し、中国内地に移住することを求め、軍勢を派遣して、自分達を援助して迎えるよう請願した。そこで、北魏は龍驤将軍の孟威を派遣して涼州の兵三千 出動させて これを迎えるために伊吾 至ったが、約束の時期に遅 、帰還した（ 『魏書』巻四四孟威伝、 『資治通鑑』巻一四七） 。このあと十数回、遣使 玉像 白 黒 貂 皮衣、名馬、塩の枕などを献上し、まごころは十分に皇帝に伝えられたが 皇帝 ただ心 こもった勅書を麴嘉に賜わっただけで もう一度、軍勢を派遣して高昌人を迎えることはしなかっ 。永平三年（五一〇） 、麴嘉は遣使して朝貢し、世宗（宣武帝）もまた孟威を派遣 て勅書を与えて麴嘉をねぎらった。延昌年間中（五一二～五一五） 、麴嘉を持節、平西将軍、瓜州刺史泰臨縣開国伯となした。麴嘉が王を自称する事について 以前の通りであった（北魏 黙認 た） 。　
熙平初め（五一六） 、麴嘉は北魏に遣使して朝貢した。孝明帝は、麴嘉に勅書を下して言った。 「そなたの国は関所や
山をへだて、境界は荒漠と 土地に接し 中国からは遠方に位置しているが、頻繁に朝廷の支援を求め 国を移して中国内地 移動したいと請願 た。誠意を伝えてきてく ことは喜ば いが、その理由がまだ十分に定まっていないようだ。どうしてか。それ かの地の農民は漢・魏の遺民であり、晋の時代より 国王朝に統治されず、難儀に苦しみ
246
居場所を失って他国にさすらっている。家庭を持ち、国家を立て、代々積み重なり、すでに久しい。何度も移住をくりかえすこと 憎んでいる。人びとは故郷を懐かしみ恋い慕っているのに、いま、もしかれを強制移住させれば、異変が起きることを恐れる。ここと高昌は極め 近い距離のところにあり、上表のごとく内地に移住 ることは、必ずし 有利とはいえないのではないか。 」　
神亀元年（五一八）の冬、孝亮はまた上表して支援と内地への移動を求めたが、朝廷はこれを許可しなかった。正光
元年（五二〇） 、孝明帝（粛宗）は、仮員外将軍の趙義らを麴嘉のもとに派遣した。麴嘉の朝貢は絶えなかった。麴嘉はまた遣使して表を奉り、自分は辺境の遠地 いて中国の古典 習っていないので、五経 諸 の史書を借りたいと求め、さらに国子助教の劉變を博士 なすよう請願した。孝明帝（粛宗）はこれを許した。　
麴嘉が亡くなると、鎮西将軍、涼州刺史の官位を麴嘉に贈った。息子の堅が即位した。その後、関中では賊が反乱を
起こし、朝貢はとうとう絶えた。普泰の初め（五三一） 、麴堅 遣使して朝貢し、平西将軍、瓜州刺史、泰臨縣伯に任命された。王号は以前の おりで、また衛将軍を加えられた。永熙年間中（五三二～五三四） なって、特別に儀同三司に任じられ、爵位 郡公に進んだ。その後 高昌と北魏との通好は、ついに隔絶した。
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李錦繍・余太山二〇〇九： 『 『通典』西域文献要注』上海人民出版社。栄新江二〇〇七： 「闞氏高昌王国与柔然、西域的関係」 『歴史研究』二〇〇七年第二期。
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